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令和６ 年度   

病害虫発生予報 第２号（５月予報）  

 

和 歌 山県 農作 物 病害 虫防 除 所   

＜予報の概要＞  

作物名  病害虫 名  発生量  作物名  病害虫 名  発生量  

水稲  

 

 

 

 

 

 

 

もみ枯 細菌病 に  

よる苗 腐敗症  

ばか苗 病  

いもち 病  

ヒメト ビウン カ  

縞葉枯 病  

ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ  

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ  

並  

 

並  

並  

やや多  

やや少  

やや多  

並  

カンキ ツ  

 

 

 

 

 

 

かいよ う病  

そうか 病  

黒点病  

灰色か び病  

ミカン ハダニ  

ヤノネ カイガ ラム シ  

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

並  

やや多  

やや多  

やや多  

並  

やや少  

やや少  

カキ  

 

 

 

うどん こ病  

円星落 葉病  

角斑落 葉病  

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

やや少  

やや少  

やや多  

並  

タマネ ギ  

 

 

灰色か び病  

べと病  

 

並  

や や 多 ～ 多  

キュウ リ  

 

 

べと病  

うどん こ病  

褐斑病  

やや多  

やや少  

並  

モモ  

 

せん孔 細菌病  

カイガ ラムシ 類  

やや多  

やや少  

キウイ フ

ルーツ  

かいよ う病  

 

並  

 野菜全 般  

 

 

アブラ ムシ類  

ハダニ 類  

アザミ ウマ類  

多  

並  

やや多  

果樹全 般  

 

カメム シ類  

 

多  

 
 
 

気象予報 

 近 畿地 方  １ か月 予報 （ 04/20～ 05/19）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 向 こう １か 月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率 （％ ）  
 
 
 
 
 
 

期間の前半は、気温がかなり高くなる見込みです。

天候 天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。

向こう１か月
気温 平均気温は、高い確率80％です。

04/20～05/19
降水量 降水量は、近畿太平洋側で多い確率50％です。

日照時間 日照時間は、近畿日本海側で平年並または少ない確率ともに40％、近畿太平洋側で少ない確率50％です。

１週目
04/20～04/26

２週目
04/27～05/03

３～４週目
05/04～05/17

特に注意を要する事項

2024年04月18日14時30分 大阪管区気象台 発表

気温 １週目は、高い確率80％です。

気温 ２週目は、高い確率70％です。

気温 ３～４週目は、高い確率60％です。
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Ⅰ．水  稲 
 

 １． もみ枯 細菌 病に よる苗 腐敗 症  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 の県 内全域 にお けるも み 枯細菌 病の本 田で の発 生面積 率は ０％（ 平

     年 １％ ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発病 ほ場 から採 種し た種子 は 使用し ない。  

    ②  種子消毒を行う。  

 

 ２． ばか苗 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 の県 内全域 にお けるば か 苗病の 本田で の発 生面 積率は ０％ （平年 ２  

％）で あった 。  

    ②  種子 消毒 に用い る薬 剤の効 果 は安定 してい る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  もみ 枯細 菌病に よる 苗腐敗 症 に準じ る。  

 

 ３． いもち 病（ 苗い もち、 葉い もち）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  田植 え時 に育苗 箱施 薬剤を 施 用する 。  

 

 ４． ヒメト ビウ ンカ および 縞葉 枯病  

  （ １）予 報内 容   ヒメ トビ ウンカ  発生時 期  や や早   発生量  や や多  

           縞葉 枯病     発生量   や や少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ４月 上旬 の休閑 田に おける 捕 虫網 20 回振 りす くい取 り調 査では 、和 歌

山市で 29.5 頭（ 平年 11.1 頭 ）、 紀の川 市 で 14.0 頭（ 平年 9.1 頭 ）、 か

つらぎ 町で 2.0 頭 （平 年 3.8 頭） であっ た 。  

②  越 冬世代 の 50％成 虫化時 期は 、紀 の川 市で３ 月 12 日以 前（平 年３ 月 17

日）で あった 。  

    ③  県北 部に おける ヒメ トビウ ン カ（越 冬世代 ）の イネ 縞葉枯 病ウ イルス 保

     毒 虫率 は、 和歌山 市 1.2％（ 平 年 5.0％）、 かつ らぎ 町 1.8％（平 年 5.4 

     ％ ）で あっ た。  

    ④  県北 部お よび中 部の 本田に お ける前 年のイ ネ縞 葉枯 病の発 生面 積率は ０

％（平 年３％ ）で あっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

①  イ ネ苗へ のヒ メト ビウン カの 飛来を 防 ぐため 、雑草 地付 近で の育苗 を避

ける。  

 

 ５． ツマグ ロヨ コバ イ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  ４ 月上旬 の休 閑田 におけ る 20 回振 りす くい取 り調査 によ る平 均生息 数

は、和 歌山 市 271.8 頭 （平年 20.0 頭） 、紀 の川市 で 1.0 頭（ 平年 6.4

頭）、 かつら ぎ町 で 11.3 頭 （平 年 40.3 頭 ）であ った。  



  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  田植 え時 に育苗 箱施 薬剤を 施 用する 。  

 

 ６． イネミ ズゾ ウム シ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  予 察灯に よる ４月 １～ 20 日の 誘殺 数は 、上富 田町で ０頭 （平 年 3.8

頭）、 那智勝 浦町 で４ 頭（平 年 0.3 頭） で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

①  田 植え時 に育 苗箱 施薬剤 を施 用する 。  

②  ５ 月中旬 まで に田 植えす る地 域 のう ち 、多発 地では さら に田 植え３ ～４

週後に 薬剤を 処理 する 。  

③  イ ネミズ ゾウ ムシ に効果 があ る育苗 箱 施薬剤 を施用 して いな いほ場 で、

田植え ３～７ 日後 に成 虫によ る食 害株率 が 30％あ るいは 成虫 が１ 株あた り

0.5 頭 を超え る場 合は、 直ち に薬 剤防除 を 実施す る。  

 

 

Ⅱ．野  菜 
 

＜タマネギ＞  

 １． 灰色か び病 （白 斑葉枯 病）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部で の４月 中旬 の発生 ほ 場率は ０％（ 平年 １％ ）であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ほ場 の排 水を良 くす る。  

    ②  発病 葉や 収穫後 の残 さは、 ほ 場から 速やか に持 ち出 して適 切に 処分す  

     る 。  

 

 ２． べと病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多 ～ 多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部で の４月 中旬 の二次 感 染株の 発生ほ 場率 は 47％（平 年 30％） 、  

発病株 率は 1.2％ （平 年 1.5％）で あっ た。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ほ場 をこ まめに 見回 り、二 次 感染株 の早期 発見 と発 病葉の 除去 を行う 。

除去し た発病 葉は 、ほ 場の外 に持 ち出し て 適切に 処分す る。 また 、収穫 後

の発病 葉は翌 年の 発生 源とな るの で、除 去 した発 病葉と 同様 に集 めてほ 場

の外に 持ち出 し適 切に 処分す る。  

    ②  二次 感染 株を確 認し た場合 は 、早急 に薬剤 散布 を行 う。発 生が 認めら れ  

ないほ 場にお いて も、 胞子の 飛散 による 発 病拡大 を防ぐ ため 予防 散布を 徹  

底する 。  

    ③  同一 系統 の薬剤 の連 用は耐 性 菌の発 生を助 長す るの で、複 数系 統の薬 剤  

による ローテ ーシ ョン 散布を 行う 。  

    ④  排水 を良 好にし 、降 雨によ る 浸冠水 や停滞 水を なく す。  

    ⑤  令和 ６年 度病害 虫防 除技術 情 報第１ 号（令 和６ 年４ 月 18 日発表 ）を 参

     照 する 。  

 



  

＜キュウリ＞  

 １． べと病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部で の４月 中旬 の発生 ほ 場率は 20％ （平 年 29％ ）、 発病葉 率は  

2.9％（ 平年 2.8％ ）で あった 。  

    ②  県中 部で の４月 中旬 の発生 ほ 場率は 69％ （平 年 42％ ）、 発病葉 率は  

     11.7％ （平 年 12.5％） であ った 。  

    ③  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  施設 栽培 では換 気を 十分に 行 い、湿 度低下 を図 る。  

    ②  薬剤 防除 は予防 散布 を重点 に 、薬液 が葉裏 に十 分か かるよ うに 行う。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部で の４月 中旬 の発生 ほ 場率は ０％（ 平年 ：発 生ほ場 率２ ％、発 病  

     葉 率 0.0％） であ った 。  

    ②  県中 部で の４月 中旬 の発生 ほ 場率は 46％ （平 年 74％ ）、 発病葉 率は  

4.6％（ 平年 18.6％）で あっ た。  

    ③  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  施設 栽培 では換 気を 十分に 行 い、湿 度低下 を図 る。  

    ②  薬剤 防除 は予防 散布 を重点 に 、薬液 が葉裏 に十 分か かるよ うに 行う。  

    ③  薬剤 の感 受性低 下を 防ぐた め 、同一 系統の 薬剤 は連 用しな い。  

 

 ３． 褐斑病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部で の４月 中旬 の発生 ほ 場率は 10％ （平年 ５％ ）、発 病葉 率 0.8％  

（平年 0.2％ ）で あった 。  

    ②  県中 部で の４月 中旬 の発生 ほ 場率は ０％（ 過去 ８年 の平均 ：発 生ほ場 率

39％、 発病葉 率 9.3％） であ った 。  

    ③  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  施設 栽培 では換 気を 十分に 行 い、湿 度低下 を図 る。  

    ②  発病 葉や 収穫後 の残 さは速 や かに処 分する 。  

    ③  資材 に付 着した 病原 菌の胞 子 が伝染 源にな るの で、 支柱等 再利 用する 資

     材 は栽 培終 了後に 消毒 する。 ネ ットや マルチ 等は 更新 する。  

 

＜野菜全般＞  

 １． アブラ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  多  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部の キャ ベツ におけ る４ 月中旬 の 発生株 率は、 モモ アカ アブラ ムシ

17.3％ （平 年 4.9％）、 ニセ ダイ コンア ブ ラムシ 1.8％ （平 年 0.2％） であ

った。  

    ②  県中 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ４月 中 旬の ワタ アブラ ムシ の発生 ほ

場率は ９％（ 平年 15％ ）であ った 。  

    ③  県中 部の 施設お よび トンネ ル 栽培ス イカに おけ る４ 月中旬 のワ タアブ ラ



  

ムシの 発生ほ 場率 は 75％（過 去９ 年の 平均 43％） であっ た。  

    ④  黄色 水盤 （紀の 川市 ）への ４ 月１～ 20 日 までの 飛来 数は、 155 頭（平 年  

     100.3 頭）で あっ た。  

    ⑤  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ２． ハダニ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部の イチ ゴに おける ４月 中旬の ナ ミハダ ニは発 生ほ 場率 22％（ 平年

48％） 、生息 葉率 1.3％ （平 年 19.1％） 、 カンザ ワハダ ニは 発生 ほ場率 11

％（平 年 14％）、 生息 葉率 8.0％ （平 年 3.5％）で あっ た。  

    ②  県中 部の 施設お よび トンネ ル 栽培ス イカに おけ る４ 月中旬 の発 生ほ場 率

は 83％ （過 去９年 の平 均 63％）、 １葉 当た りの生 息密度 は 0.3 頭 （過去

９年の 平均 0.2 頭 ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ハダ ニ類 はほ場 の周 辺から 侵 入する ので、 外縁 部の 株にお いて 早期発 見

     に 努め 、初 期防除 を行 う。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

 

 ３． アザミ ウマ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部の イチ ゴに おける ４月 中旬の ヒ ラズハ ナアザ ミウ マは 発生ほ 場率

44％（ 過去８ 年の 平均 50％） 、１ 花当 たり 生息密 度 0.2 頭（ 過去 ８年の 平

均 0.6 頭）、 ミカ ンキ イロア ザミ ウマは 発 生ほ場 率 11％（過 去８ 年の平 均

８％） 、１花 当た り生 息密度 0.01 頭（ 過去 ８年の 平均 0.1 頭 ）で あっ

た。  

    ②  県中 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ４月 中 旬の ミナ ミキイ ロア ザミウ マ

は発生 ほ場 率 46％ （平 年 34％）、 ミカ ンキ イロア ザミウ マは 発生 ほ場率

０％（ 平年６ ％） であ った。  

    ③  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  生息 密度 の低い 時期 から薬 剤 防除を 行う。  

 

 

Ⅲ．果  樹  

＜カンキツ＞  

 １． かいよ う病  

  （ １）予 報内 容  発生時 期  並（初 発 日の平 年５ 月 22 日）  

          発生量   並 

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （有田 川町 奥）に お ける「 宮川早 生」 の展 葉期は ４月 19 日  

     （ 平年 ４月 19 日 ）であ った 。  

    ②  予察 ほ場 （無防 除、 有田川 町 奥）に おける 春葉 の越 冬病斑 の発 病葉率 は

7.0％（ 平年 10.0％）で あっ た。  

    ③  前年 10 月 中旬 の県北 部（ 海南 市下津 町）、 県中 部、 県南部 （田 辺市）

におけ る春葉 発病 の発 生ほ場 率は 11％ (平 年 20％ ）、 発病葉 率は 0.2％

（平年 0.5％ ）で あった 。  



  

    ④  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬害 対策 を講じ た上 で銅水 和 剤の予 防散布 を行 う。  

    ②  罹病 枝葉 の剪除 と防 風垣や 防 風ネッ トの整 備に 努め る。  

 

 ２． そうか 病  

  （ １）予 報内 容   発生 時期  並  

           発生 量   やや 多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （有田 川町 奥）に お ける「 宮川早 生」 の展 葉期は ４月 19 日  

     （ 平年 ４月 19 日 ）であ った 。  

    ②  前年 10 月 中旬 の県北 部（ 海南 市下津 町）、 県中 部、 県南部 （田 辺市）

におけ るウン シュ ウミ カンの 果実 発病の 発 生ほ場 率は６ ％（ 平年 ６％） で

あった 。  

    ③  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  常発 ほ場 や前年 多発 ほ場は 発 芽直後 の防除 を基 本と するが 、発 芽直後 に

防除で きなか った 場合 は早急 に散 布を行 う 。  

    ②  その 他の ほ場で は満 開期に 黒 点病、 灰色か び病 を防 除する 際、 そうか 病

にも適 用のあ る薬 剤を 用いる 。  

 

 ３． 黒点病  

  （ １）予 報内 容   発生 量（ 初期感 染 ）  や や多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹上 及び ほ場内 外に 放置さ れ た枯枝 が伝染 源と なる ため早 急に 処分す

る。  

 

 ４． 灰色か び病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  常発 ほ場 では満 開期 に防除 を 行う。  

    ②  開花 期～ 落弁期 に曇 雨天が 続 くと発 生が助 長さ れる ので、 必要 に応じ て

     防 除す る。  

 

 ５． ミカン ハダ ニ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （有田 川町 奥）に お ける４ 月中旬 の発 生葉 率は、 無防 除区 9.0

％（平 年 9.0％） 、マシ ン油 乳剤 を散布 し ている 慣行防 除区 ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  冬期 から 春期に かけ てマシ ン 油乳剤 を散布 して いな いほ場 では 、夏用 マ

シン油 乳剤 200 倍 の散 布を早 急に 行う。  

 

 ６． ヤノネ カイ ガラ ムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 時期  やや 早  

           発生 量   やや 少  



  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 中旬 の発生 ほ場 率は ２％（ 平年５ ％） 、寄 生果率 は 0.05％

（平年 0.4％ ）で あった 。  

    ②  予察 式に よると 、第 １世代 １ 齢幼虫 初発日 は５ 月９ 日（実 測値 の平年 ５

月 12 日 ）と 予想 される 。  

    ③  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  第１ 世代 １齢幼 虫初 発日か ら 35～ 40 日後 の２齢 幼虫 最盛期 が防 除適 期

である 。  

 

 ７． チャノ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （無防 除） におけ る 黄色粘 着トラ ップ によ る４月 １日 ～ 20 日の

誘殺数 は由良 町１ 頭（ 平年 8.2 頭 ）、有 田 川町２ 頭（平 年 2.2 頭 ）であ っ

た。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  防風 樹の イヌマ キや サンゴ ジ ュの近 くでは 発生 が多 くなる ので 、特に 丁

     寧 に薬 剤防 除を行 う。  

 

＜カ キ＞  

 １． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少 

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 の発 生ほ 場率は 69％ （平 年 77％ ）、 発病葉 率は  

     6.0％ （平年 17.4％） であっ た 。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  子の う胞 子飛散 最盛 期は４ 月 下旬～ ５月上 旬で あり 、この 時期 に水和 硫

黄剤を 散布す る。 前年 多発し たほ 場では 、 この時 期の防 除を 徹底 する。  

    ②  ４～ ５月 に降水 量が 少なく 、 乾燥気 味に経 過す ると 発病が 助長 される 。  

    ③  病原 菌は 葉裏の 気孔 から侵 入 するの で、薬 液は 葉裏 をねら って 丁寧に 散

布する 。  

 

 ２． 円星落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 にお ける 発生ほ 場率 は 31％ （平 年 38％）、 発病 葉

率は 1.0％（ 平年 3.2％ ）で あった 。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点   

    ①  子の う胞 子飛散 は、 ５月上 中 旬から 始まり 、５ 月下 旬～７ 月中 旬の降 雨

     後 に多 い。 二次感 染は しない 。  

    ②  薬剤 防除 は５月 から ８月ま で マンゼ ブ水和 剤、 マン ネブ水 和剤 、有機 銅

     水 和剤 等を 定期的 に予 防散布 す る。  

 

 ３． 角斑落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 にお ける 発生ほ 場率 は 94％ （平 年 64％）、 発病 葉



  

率は 25.7％ （平 年 10.0％） であっ た。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  分生 子に よる感 染は ５月上 中 旬から 始まり 、７ 月中 下旬ま で続 く。二 次

     感 染を 繰り 返す。  

    ②  薬剤 防除 は円星 落葉 病に準 ず る。  

 

 ４． チャノ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （無防 除、 紀の川 市 粉河） におけ る黄 色粘 着トラ ップ による ４

月１～ 20 日 の誘殺 数は ０頭（ 平年 3.9 頭） であっ た。  

②  ５ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  開花 期～ 落弁期 に防 除する 。  

    ②  防風 樹の イヌマ キや サンゴ ジ ュの近 くでは 発生 が多 くなる ので 、特に 丁

寧に薬 剤防除 を行 う。  

 

＜ モ  モ ＞  

 １． せん孔 細菌 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の ４月中 旬の 発病葉 の 発生ほ 場率は ０％ （平 年 14％ ）、 発病 葉率

は０％ （平 年 0.4％）、 発病 枝の 発生ほ 場 率は 40％（ 平年 22％） 、発 病

枝率は 0.8％ （平 年 1.1％） であっ た。  

②  ５ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  春型 越冬 病斑形 成枝 は葉へ の 伝染源 となる ので 剪除 する。  

    ②  果実 発病 は５月 以降 の風雨 に より多 くなる ので 、降 雨直前 の予 防散布 を

     徹 底す る。 予防散 布が できな か った場 合、降 雨後 でき るだけ 早く 薬剤散 布

     を 行う 。  

    ③  本病 の防 除薬剤 のう ち、マ イ コシー ルドは 連用 する と葉先 の黄 化を生 じ

     る こと があ るので 注意 する。  

    ④  令和 ６年 度病害 虫防 除技術 情 報第２ 号（令 和６ 年４ 月 19 日発表 ）を 参

照する 。  

 

 ２． カイガ ラム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の ４月中 旬の カイガ ラ ムシ類 （ウメ シロ カイ ガラム シ雌 成虫・ ク

ワシロ カイガ ラム シ雌 成虫・ ナシ マルカ イ ガラム シ幼虫 ）の 寄生 枝の発 生

ほ場率 は 10％（平 年 21％） 、寄生 枝率 は 0.1％（ 平年 0.9％ ）であ った 。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹体 生育 期にお ける 防除適 期 は、第 １世代 のふ 化幼 虫発生 時期 である た

     め 、ふ 化幼 虫発生 盛期 の少し 後 に薬剤 散布を 実施 する 。  

    ②  県北 部の クワシ ロカ イガラ ム シのふ 化幼虫 発生 盛期 は５月 ４日 前後と 予

想して いる。  

 

＜キウイフルーツ＞  



  

 １． かいよ う病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ４月 中旬の 発 病葉の 発生ほ 場率 は０ ％（過 去５ 年の平 均

０％） であっ た。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  新梢 の萎 れ・黒 変や 樹液の 漏 出がみ られる 枝は 、前 年枝の 基部 から切 除

する。  

    ②  作業 に使 用した 器具 類（ハ サ ミ、ノ コギリ 等） は 70％エタ ノー ルで 消毒

する。  

    ③  風当 たり の強い ほ場 では、 防 風対策 を行う 。  

 

 

＜果樹全般＞  

 １． カメム シ類      

  （ １）予 報内 容   発生 量  多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県内 47 地 点の チャバ ネア オカ メムシ 越冬成 虫の 捕獲 頭数は 落葉 50 リ  

     ッ トル 当た り 2.9 頭（ 前年 0.0 頭、平 年 0.5 頭） 、捕 獲地点 率は 48.9％  

     （ 前年 2.1％ 、平 年 21.9％） で あった 。  

   ②  紀 の川 市粉 河の予 察灯 におけ る ４月１ ～ 20 日の誘 殺数 はチャ バネ アオ カ

メムシ が 13 頭（ 平年 1.3 頭 ）、ツ ヤア オカ メムシ が 23 頭（ 同 2.1 頭） で

あった 。有田 川町 奥の 予察灯 にお ける４ 月 １～ 20 日の 誘殺数 はチ ャバネ

アオカ メムシ が 25 頭（ 平年 0.9 頭 ）、 ツヤ アオカ メムシ が 51 頭（ 同 1.2

頭）で あった 。み なべ 町東本 庄の 予察灯 に おける ４月１ ～ 20 日の 誘殺数

はチャ バネア オカ メム シが５ 頭（ 平年 1.4 頭）、 ツヤア オカ メム シが 150

頭（同 22.0 頭） であっ た。  

 

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

①  果 樹カメ ムシ 類の 飛来量 はほ 場間差 が 大きい ので、 ほ場 内で の発生 及び

被害状 況を観 察し 、防 除は発 生に 応じて 早 めに行 う。  

②  山 林に隣 接す るほ 場はカ メム シ類の 飛 来時期 が早い ので 、ほ 場内で の発

生状況 を観察 して 早め に防除 する 。  

③  ウ メでは 被害 の品 種間差 が大 きく、 小 梅類等 の収穫 の早 い品 種で集 中し

て加害 される 傾向 があ るので 、こ れらの 品 種では 特に注 意が 必要 である 。  

④  カ ンキツ では 蕾、 花が加 害さ れるの で 、被害 状況を 観察 して 防除す る。  

⑤  今 後の発 生動 向に ついて は、 農林水 産 部鳥獣 害対策 課ウ ェブ ページ 内農

作物病 害虫防 除所 の果 樹カメ ムシ 情報や 各 地域の 振興局 農業 水産 振興課 、

ＪＡ等 の情報 を参 考に する。  

⑥  令 和６年 病害 虫発 生予察 注意 報第 １ 号 （令和 ６年４ 月 25 日発 表） を参

照する 。  

 

 

 

 

 

 

 



  

 

  本 情報は 、下 記の 方法で もご 覧頂け ま す。  

○ 鳥 獣害 対策 課 ウェ ブペ ー ジ   <農作 物病 害虫防 除所 > 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/072000/d00216368.html  

 ○ 和 歌 山県 ホー ム ペー ジ   <わ かやま 県 政ニュ ース > 

http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/  

 

※詳し くは、 農作 物病 害虫防 除所 の各担 当 までお 願いし ます 。  

水稲、 野菜、 花き  

本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）             T EL 0736-64-2 300 

カンキ ツ  

有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）          TEL 0737-52-432 0 

カキ、 モモ  

紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ）  TEL 0736-73-2 274 

ウメ  

み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）     TEL 0739-7 4-3780 


